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研究者への継続的な助成で
若手を育て、美術界を下支えする
公益財団法人鹿島美術財団 専務理事 高橋 司
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このたびは「メセナアワード 2020」メセナ大賞のご受賞、
誠におめでとうございます。数少ない美術研究への支援を
長年継続し、若手研究者の育成に貢献している点、 
美術界を支える人材を顕在化し、研究の質を高め、
芸術文化全体の発展に寄与している点が高く評価されました。
ありがとうございます。美術研究への助成という、一般には中々

注目されづらい活動をこのように評価いただき、大変うれしく思っ
ています。財団賞の発案者は、当時、選考委員であった青柳正規理
事（元・文化庁長官、現・多摩美術大学理事長）で、青柳理事ご自身も
当財団の最初の助成者の一人です。財団賞は、今年で27回を数え、
現在では日本美術界の三冠と称されるまでになりました。第1回の
財団賞受賞者が第一線の教授として活躍されるようになり、今度
は教え子の一人がまた、財団賞を受賞されるということがあるなど、
38年にわたって地道に行ってきた事業の成果が、着実に根づいて
きていると感じています。
1982年に設立されましたが、
財団が設立された当時の経緯をお聞かせください。
鹿島建設「中興の祖」といわれる鹿島守之助氏の妻・卯女（うめ）

名誉会長の美術に対する深い思いから、鹿島美術財団は誕生しま
した。若いころにイタリア・ローマに3年ほど滞在した経験をもち、
また洋画家・岡田三郎助に師事するなど絵画に造詣の深かった鹿
島卯女名誉会長は、後年「何か美術のために役に立ちたい」と考え
るようになったそうです。
芸術家の作品に賞を授ける構想もあった中で、財団による援助

の対象を「美術研究」と定めるには、現在も選考委員をご担当いた
だいている美術史家・高階秀爾先生とのご縁によるところが大きく
関係しています。高階先生は、鹿島卯女名誉会長の長男で現在の
理事長であります鹿島昭一鹿島建設（株）取締役相談役と小中学
校の同窓で、当時から親交があったそうです。財団立ち上げの折に
もアドバイスをいただき、現在の財団の活動である、①調査研究助
成②出版援助③国際交流援助という三本柱ができました。

残念ながら鹿島卯女名誉会長は、財団設立の直前に急逝してし
まうのですが、鹿島昭一理事長がその遺志を継いで今日まで活動
を続けてきました。日本学術振興会の科学研究費では一部、対象
外になってしまうものも、優れた研究であれば所属機関が大学で
も美術館でも国公立私立を問わず、漏れなく援助できるよう、また
選考の際にも、東京だけでなく全国から応募しやすい推薦委員制
度の仕組みを整えています。
私たちがもう一つ大切にしているのが、本事業を通して研究者

同士の交流を図ることです。毎年実施している研究報告会には、選
考対象となった研究者は全員参加できるので、互いに刺激を与え
合いながらネットワークを築ける場となっています。またそのよう
な会とは別に、美術の普及振興を目的にした講演会も年に一度実
施しています。新型コロナウイルスの影響で2020年は開催を延
期いたしましたが、来年以降は状況に合わせたかたちを検討して
いきたいです。
顕彰事業の今後の展開について、
どのようにお考えでしょうか?
まず現状の調査研究助成の事業については、2021年以降予算
を増額して、財団賞受賞者への副賞を増額する予定です。また若
手研究者への支援としては、かなり定着してきている実感がありま
すので、中堅以上の研究者への助成制度をさらに充実させていき
たいと考えています。具体的には、3年間研究して、その成果を本
にまとめて出版してもらうという内容です。今年度より、財団賞の
第11回受賞者へ助成しています。
こうした当財団の活動については、美術界の中ではおかげさま
で徐々に知名度を獲得してきていますが、今後は業界を超えて、よ
り多くの方々に知っていただき、美術界によりよい貢献をするべ
く邁進してまいります。　　　　　　　　［聞き手・構成：中森葉月］
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